


































  オーストロネシア世界のカヌーを論じるための基礎文献がいくつかある。まず A. ハッ
ドンと R.ホーネルの『オセアニアのカヌー』３巻本（Haddon and Hornell 1936, 1937, 1938）
はその中で金字塔といえよう。ハッドン・ホーネル本がオセアニアに限定されているのに





















1987）および概論（Horridge 1981, 1986）や一連の報告（1978, 1979a, 1979b, 1982）が
ある。アウトリガーカヌーが卓越しているわけではないが周辺地域ではベトナム（Parris 
1955）、 インド洋（Wiebeck 1987; McGrail 2003）、中国大陸（Worcester 1966; Ling 1970）
など参照すべき文献が少なくない。またアメリカ大陸先住民のそれと比較するための基礎











 腕木と浮き木を直接結合させる A.直接法（direct method）、その細分として 1.挿入型
（inserted：腕木が浮き木に刺さる形）、2.結縛型（lashed：腕木が浮き木に結びつけられ




1. 中間材が浮き木に挿入(写真 3)、2. 中間材が浮き木に結縛(写真 4)、3. 混合型、となって
いる。1.と 2.に関しては中間材の形態（垂直、Y 字、X 字など）や構造（棒状、板状など）
によってさらに細分がなされている（Haddon 1920; Hornell 1920a）。 












































 しかしディクソンは逆の可能性もなりたちうるとした。インドネシアで 17 世紀から 18
世紀に描かれた西欧人絵画ではコラコラ型という大型の戦闘用カヌーはダブル・アウトリ
ガー型式であるが、そのまわりには小型のシングル・アウトリガー型カヌーが描かれてい

















































混乱させたと批判的である（Doran 1974: Figure 2）。ドーランはかつてホーネルが持って
いた説、すなわちシングル・アウトリガーが古くダブル・アウトリガーが新しいという説





























                                                   
1 ホーネルはかつてシングル・アウトリガーカヌーの方が古く、ダブル・アウトリガー式カ





























島では「肩」のような中間財が入る(写真 3, 4 & 7) 。インドネシアからオーストロネシア












  ポリネシアやミクロネシアでは基本的に腕木は 2 本ないし多くて 3 本であるが、ニュー
ギニア島周辺には櫂漕用のカヌーでも数本、多いときは 10本近くの腕木を持つシングル・
アウトリガーカヌーが分布し、その場合接合法は下交差の間接接合型式である。ハッドン・




（1）オセアニア型スプリットスル（Oceanic Spritsail）： (a) 単純ないし原始的オセアニ






帆が紐でぶら下がる型式；(b) 原始的オセアニア型ラテン帆（primitive Oceanic lateen）
は三角帆が二股になったマストに上桁が支えられる型式。ただしマストは固定されている












（primitive Oceanic lateen）はホリッジのマドゥラ型ジュクン帆（Madurese Jukung rig）
に相当するがインドネシアから東方まで移動し、中央ポリネシアにくさびのように分布が
食い込んでいる（Bowden 1952, 1959）4。 
                                                   
4 中国科学史の大家 J. ニーダムもエジプト起源の四角帆(横帆)が源であるとする。これか
らインドでは平行に立てたマストの間に張る帆が発達、一方インドネシアでは四角帆を船
体に沿わせ(縦帆)、そして斜めにしてマストに掲げる型式が発達し、ここからオセアニア型
の三角の縦帆が発達したと考えた（Needham 1971: Table 72）。しかし A.ホリッジはオセ
アニアに進出したオーストロネシア系集団はヨーロッパないしアラブ世界から四角帆が到
来する以前に三角縦帆の原理をインドネシアで習得して移動していたのでこれらの考えは
間違いであるとする（Horridge 1987: 150）。 












ャンティングのために前後入れ替えにも便利なのである（Lewis 1978: 56）。 









といえる（Lewis 1978: 57）。しかしハワイ・タヒチの蟹挟み帆は 1本の桁がマストになる
が、他の事例では独立したマストで 2 本の桁で逆三角形になった帆が支えられている点が
本質的に異なるので筆者は疑問である。 
 一方、E.ドーラン(Doran)は 4 つの型式を規定する。(1) ダブルスプリットスル（double 
spritsail）は 2本の平行に立てたマストに四角い帆を装着するタイプ。スリランカが典型で
ある。(2) 一般的スプリットスル（common spritsail）は 17世紀のオランダやイギリスの
船のようにまっすぐ立てたマストにスプリットを入れた四角い帆を立てるタイプ。(3) オセ
アニア型スプリットスルは二本の桁によって形成された三角帆、(4) クレーン型スプリット






桁、そして XYがマストであるとすると、地中海型ラテン帆は XYで上桁 ACの Cに近い側
を持ち上げる型式である。上桁とマストの接点はCすなわち舳先により近い方に位置する。
オセアニア型スプリットスルでは XYは存在せず、ACがいわばマストの役割を持ち、C点



































                                                   




いぜい 2 週間程度の航海用であろうと聞いた。一方ポリネシア型のダブルカヌーは 1 ヶ月
程度の航海には耐えうるであろうという。ミクロネシア、とくにヤップからカロリン諸島








 考古学者 A. アンダーソン(Anderson)はオセアニアにおけるオーストロネシア系移民の
初期、具体的にはラピタ式土器文化の時代は支索ステー（stay）のみで横索シュラウド



































がある。それはカヌー自体が考古学資料でほとんど残存しない点である(cf. Scott 1982; 
Sinoto 1983)。水中考古学の進展で今後資料は若干増えるだろうが、オセアニアのカヌーの
ような構造を持った船が海底から見つかる可能性もあまり期待できない。結局われわれは





















ては意見が分かれているが(Dixon 1928; Hornell 1932; Friederici 1933)、東南アジアにシ
ングル・アウトリガーカヌーが分布する点についてはほとんどの研究者が認めている。筆
                                                   
7 メラネシアとくにニューギニア周辺の廻漕カヌーの船体は断面は上すぼみとなっており、
基本的に漕ぎ手はカヌーの中に座るのではなくまたがって乗るのである(後藤・石村 2011)。 






















































掲載したきわめて有用な植物事典のような文献が今後望まれる（Butaud, Gërard, and 
Guibal 2008）。 
 おそらく現在までオセアニアカヌーの材質に関してもっとも詳細な報告はバナックとコ




 船体にはタシロマメの類 vesi [Intsia bijuna, Fabaceaeマメ科]が使われるが、それはき
わめて堅い木で耐久性が高く、長持ちするからである。同じ木はマストの先端の Y 字部と
マスト置き台にも使われる。マストには必ずテリハボク damanu [Calophyllum 
amblyphyllum, Clusiaceae、オトリギソウ科]が使われる。その理由は高くまっすぐ伸び、
枝は地上から高くつき、弾力があるからである。腕木と浮き木を結合する材（connective）









 舷側板など真直ぐな部材が必要なときは bau levu また vau [Planchonella pyrulifera, 
Sapotacea、アカテツ科]、gadoa vula [Macaranga gaeffeana var. Major, Euphorbiaceae、
トウダイグサ科]、selavo [Alphitonia franguloides, Rhamnaceae、クロウメモドキ科]など
が利用できるが、他の木で代替できないわけではない。bauは主に舷側板、船首カバーや甲
板などに使われるがその理由は、真っ直ぐで幅広の板材が取れるからである。同じ目的で
代替可能なのは vesi [Intsia bijuga] および yagaiないしmalayagai [Canarium harveyi 
var. Harveri Burseraceae、カンラン科]であるがbauの方が耐久性と密度が高いからよい。
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てはいけない。たとえば船体のためのベストの木は vesi [Intsia bijuga]である。その平均比
重は 0.65 でこの重さを埋め合わせるために特に軽い木を浮き木にする必要がある。浮き木
は帆への風圧とのバランスを取る必要があり、基本的に海面に浮き上がるように設計され
ている。gadoa vula はその軽さと多孔性のために選ばれる。しかしそれはパンノキ uto 
[Artocarpus atlilis, Moraceae、クワ科]、uko [Barringtonia edulis, Barringtoniaceae、サ
ガリバナ科 ]あるいは  ハスノハギリで代替されるが、ハスノハギリは小型のカヌー
camakau型にしか使われない。腕木（i kaso）のためにはやはり密度の低い木が選ばれる。











tsilo と呼ばれるテリハボク系の木であるが、その他 8 種類も可能性のある木材があげられ
ている（Burrows 1936: 154）。たとえば ngate [Erythrina indica]で作られたカヌーは軽く






























さらには帆を固定する索など主要な部分に多用されるのが籐科の植物[例 Calamus sp., 










だと思われるが、替わりに蔦(例 ナンゴクカニクサ[Lygodium circinnatum, Schizaeceae])
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(Malinowski 1922: 136)。 
さらに文献によるとニューギニア・ギルビンク(Geelvink)湾では莎木めん  [Arenga 
saccharifera, Arecaceae] 、ビスマルク諸島・ニューブリテン島でではシダの一種 
[Lygodium circinatum, Lygodiaceae]、ヴァヌアツではハイビスカス[Hibiscus tiliaceus, 
Malvaceae ]も使われる。ハイビスカスはポリネシアやミクロネシアでもより使用頻度が増
すようである。フィジーでは部材の結縛はココヤシ紐、帆の索はハイビスカス製の紐とい
う使い分けが指摘されている(Banack and Cox 1987)。さらにソシエテ諸島ではタコノキの
一種ツルアダン [Freycinetia sp., Pandanaceae]が浮き木の結縛に使われる。ハワイでは漁
網や釣り糸にも多用されるイラクサの一種 olonā [Touchardia latifolia, Urticaceae]、ココ
ヤシが利 用できないニュー ジーランドではユ リの一種  [Phormium tena, 
Xanthorrhoeaceae]、同じく植物貧困なラパヌイ（イースター島）ではアオイの一種 
















繊維は飲料用の若いココナツ rumata から採集される。一方、熟したココナツ matu の繊
維は堅すぎてまた長さも足りないので紐用には用いられない。これは熟したココヤシの方
がより好まれるポリネシアとは対照的である。同じ素材の評価や選考の地域差が指摘され







                                                   







カピンガマランギなどミクロネシアでは 2本撚り紐（two-ply twisted cord）が一般的であ







な力がかかる対象にむしろ向いている。また右手撚りは tirahira henua nei (この土地の 2
本撚り)、そして左手撚りは tirahira mai tai (海から来た 2 本撚り)と表現される (Hiroa 
1950: 126)。ヒロアの推測によるとカピンガマランギ島民はもともとポリネシア人であり昔
はカヌーや家には 2 本右手撚りの糸を 3 本使った組紐 (pita kaha)が使われていたことは
「土地の＝土着の」という表現から推測され、後にミクロネシアから左手撚りの紐が導入
されそれが採用されたのだろうと推測する（Hiroa 1950: 127）。カピンガマランギにはこれ
以外に組紐、またハイビスカスの皮や組紐なども存在した（Hiroa 1950: 127-131）。 
 またキリバス（ギルバート諸島）の民族誌によると、まず女性がココヤシ繊維を両手の
親指と人差し指でつまんで紐(binoka)を撚る。次に右足の太股の上で撚りをかけて 2本撚り
紐(kora)を作る。図によるとこれは Z撚りである(Koch 1986: Figure 86a)。次に家の梁に 3
本の撚り紐を懸けて 3 人の男たちが自分の持っている紐を隣に順々に渡しながら 3 本撚り
紐を作っていく。この撚り紐は ro と呼ばれ図によると S-撚りになっている(Koch 1986: 
Figure 86c)。カヌー船体に使われるのはこの roである。 
 次にポリネシアの事例としてハワイを見よう。ハワイでは紐にする材料として 'ākia 
[Wikstromeia spp., Thymelaeaceae]、hau [ハイビスカス＝オオハマボウ、上述]、māmaki 
[Pipturus spp., Urticaceae]、olonā [イラクサの類、上述]などが代表的である。まず 2本撚




撚り）、それを右手のひらを手前に滑り上げて 2 本撚り紐を作る（Z-撚り）からである 
(Summers1990: 2)。このようにして作る撚り紐 hō'aho ないし hō'aha は基本的に女性の
仕事である (Summers1990: 3-4)14。 
 さらにハワイ人は平織りの組紐 hili pālahaを作る。この作業 hili は男性の仕事である
(Stokes 1906: 106 cited in Summers 1990: 4)。基本的に同じ太さであれば撚り紐の方が組







（Pukapuka）島においても報告されている（Beaglehole and Beaglehole 1938: 145）。 







の使用も観察された(Summers 1990: 86-7)。 
 ポリネシアでは基本的に紐造りおよびそのカヌーへの使用はハワイと同様であったよう
だ。たとえばタヒチ（Handy 1927: 105-109）やサモア（Hiroa 1930: 231-248）での事例
が詳しく報告されている。タヒチではココヤシ製の 3 本組紐（nape）（写真 23）はアウト
リガーの腕木を船体に結びつける時に使うという（Handy 1927: 106）が、それを示す博物
館資料もある（Guiot 2008: 82-83）。また purau [ハイビスカス＝オオハマボウ、上述] 製


























推測される(Nelson 1991; Evans 2000)。 
 
3-2．舷側板の接合技法：板接ぎ技法の多様性 


















tsébi にマストをつけることで、小さい方の lárima と区別される。前者はカヌー本体、後
者は浮き木という認識のようである。 
































30)(Malinowski 1922: 108-113)。 
 
図4 トロブリアンド諸島におけるカヌーの舷側版結合(Malinowski 1922: Figure II 改変) 
 








 西部ポリネシアのウヴェアでは部位は不明だが 3 種類の結縛が知られている。まず部材
の斜めに穴を開け厚みのほぼ半分でその穴を貫通させて斜めに紐を通すやりかた (図 5: 
1&4)、また西部ポリネシアで一般的なように耳(クリート)を作りそこに斜めに穴を開けて紐
を通し結縛する方法(図 5: 2&5)、さらに東部ポリネシアで多用されるように 2 つの部材に
まっすぐ穴を貫通させて結縛する方法(図 5: 3&6)の三者である（Burrows 1937: Figure 12）。
これ以外ではエリス諸島やサモアの民族誌も船体の製作過程が記述されている(Kennedy 
1929; Hiroa 1930)。 
 クック諸島北部のトンガレヴァ島では船体と舷側板の結縛法に 2 種類あることが記され
ている。一つは船体と舷側板の接合部の外側を削ってそこに添え木をあてその上下にある
穴に紐を通して数回結縛し、それが終わったら隣の穴のペアに移り縛っていく方法である
(図 6: 1&2)。この結合部を hono と呼び、穴を rua と呼ぶ。紐は hau と呼ばれ（ハイビス
カスであろう）、結縛用の穴はココヤシの殻をつぶしたマイハダで充填される（Hiroa 1932a: 
192-193）。もう一種類はサモア型であり、船体と舷側板それぞれの縁に耳をつけてその根





         
図 5 ウヴェア島の事例        図 6 トンガレヴァ島の事例 












カでは断面が半円形である点が異なる（Beaglehole and Beaglehole 1938: Figure 27）。 
 
図 7 マニヒキ・ラカハンガの事例    図 8 プカプカ島の事例 

















板に使われる木材としては‘ahakea [Bobea spp., Rubiaceae]がもっとも理想的だが他の材
質も使われる15（Holmes 1981: 43）。舷側板と船体は対応する位置に細長いスリット状の穴








     
図 9 ソシエテ諸島の事例            図 10 ハワイ諸島の事例 




が有名である（Emory 1975; Hiquily 2008）。ダブルカヌー模型(写真 33)とシングル・アウ






                                                   
15 たとえば、hōlei [Ochrosia compta, Apocynaceae]、ōhi‘a lehua [Metrosideros macropus, 
Myrtaceae]、 ‘aiea [Nothocestrum spp., Solanaceae]、kukui [Aleurites moluccana, 
Euphorbiaceae]、 kōlea [Myrsine spp., Myrsinaceae]、 hō‘awa [Pittosporum spp., 





























るいは原始的な結合方法の故であるとされてきた（Nooteboom 1932; Hornell 1936a）。と
ころがホリッジは、直接結合法はむしろ荒い外洋に適した構造とも言えるとしている
（Horridge 1987: 43）16。 
 数本から 10本近い腕木で浮き木を固定するのはニューギニア東方海上のクラリング地帯、
マヌス諸島あるいはビスマルク諸島の特徴である。船体が大きくなればそれだけ腕木の本
数も増す。一方、フィジーやポリネシアになると大型カヌーでさえ 2 本ないし 3 本の腕木
で浮き木が結合される。腕木が多数ある地域ではその結縛は上述のように籐ないし蔦でさ
                                                   
16 アウトリガーの結縛プロセス、すなわち結縛の結果の状態ではなく、紐の結び方の過程
がわかる資料としては：チューク（Lebar 1964: Fig. 77, Fig. 83, Fig. 84, Fig. 85, Fig. 90, 
Fig. 91-95）タヒチとニュージーランド（Hiroa 1929）ソシエテ（Hornell 1930; Guiot 2008; 
Hiquily 2008）フツナ（Burrows 1936: Figure 15）、ウェリス（Kennedy 1929）、サモ
アなどがあげられる（Buck 1930: Figure 239-245）。これに対しできあがったカヌーの形
態や構造はよく分かる優れた図版を掲載するドイツ系の民族誌の大部分は製作プロセスを
図化していないので意外に役に立たない（Damm 1935, 1938; Koch 1971, 1983, 1986; 
Krämer 1926, 1932, 1935, 1937; Kubary 1895; Müller-Wismer 1917; Newhaus 1911; 
Nevermann 1933, 1934; Parkinson 1999 [1907]; Speiser 1996 [1923]; Thilenius 1903; 
Stephen 1907; Stepen and Gräbner 1907）。 



























対側、たいていは右舷に 12 から 22 インチほど端が突き出る。腕木は飛び出しの部分を入
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  図 11 ソシエテ諸島のカヌー構造      図 12 ソシエテ諸島のアウトリガー構造 





のが一般的である。支柱は湾曲するタイプ（図 12 :a1）と直線的なタイプ（図 12: a2）、さ
らに外側の湾曲支柱一組と内側に一本の直線的支柱（図 12: a3）の両者がある。支柱以外
に腕木と浮き木を結ぶ紐がつけられる（図 12: a1～3）。島内でもタヒチイティ(Tahiti Iti＝
小タヒチ)地区のタウティラ(Tautira)村では逆 V字を呈する直線的な 2本の支柱の他に、直
行するように V字状の直線的な補助支柱が補助的につけられる。（図 12: b）。またそれらの









事例(図 12: a1)がいまだに存在する(写真 40・41)。 
 ホーネルは同じ本ですでに帆装などが西欧式の影響をうけた「近代型」カヌーのスケッ
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 ブライはかつてクック艦長の下士官であったがクック死後、自ら艦隊を率いる立場にな

















のモチーフが多用される(Bühler 1961; Newton 1971; cf. Müller-Wismar 1912 )、すでに言
及したショーテン諸島のカヌーがその一例である（写真 15：なお写真 14は浮き木も鰐型に
造形されている）。さらにビスマルク諸島では雄鳥の鶏冠を舳先につけた戦闘用のカヌー
(Parkinson 1999; 後藤 2011a)（写真 43）、ニューブリテン島東方海上のワトム島付近を中









く塗られ、舳先と艫の手前に尖った装飾を持つカヌーが知られている (Haddon 1937: 
Figure 109)。筆者はこの姿に魚のカジキを想起する。すなわち尖った舳先が嘴、突起が背
びれである（写真 46）。ミクロネシアのナウルのカヌーは同じ位置つまり、舳先と艫の上に





 カヌーの舳先の装飾についてはNZマオリのカヌー（写真 27）なども著名であるが(Evans 
2000)、以下の議論はニューギニア・マッシム地方のクラ交易用のカヌー・マサワ(masawa)
を事例としよう（写真 49）。クラカヌーの装飾の中心は舳先板(prow board)と波よけ板














資料である（写真 49）。このカヌーは 1970 年代初頭、トロブリアンドの主島キリウィナ
(Kiriwina)島の Yalumgwa村の首長Nalubutauの所有カヌーであった(牛山 1975: 11-16)。
彼は島で 2 番目に地位の高い首長で、このカヌーで東方のキタヴァへ数回クラ交換を行っ




った古老が存命であった(2011 年 9 月の調査)。クラの交換は決まったパートナーと行われ
るが、クラを組織する首長同士はクラカヌーを貸し借りすることは珍しくなかったらしい。 
























化したものだと考える(Haddon 1894: 185-196; 1895: 181)。さらに鳥は単独で模様化され
るだけでなくしばしば鰐と組み合わされて様式化される(1894: 196-199; 1895: 57)。メア















































に相当する(e.g. LeBar 1963; Alkire 1970)。あるいはハワイで指摘したように補修には木器
と類似した技法が採用されることも同様である。このような技法の超境界性にも注目する
ことが必要である。装飾ではトロブリアンドのクラカヌーの舳先材の装飾技法は踊り用の




















Abbreviations: BPBM-B = B.P. Bishop Museum, Bulletin. 
              JPS=Journal of the Polynesian Society 
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ポロワット島における航海カヌー製作・  製作・当初の上下を変える作業 





     
写真 13：結縛用の籐の一種         写真 14：籐によるショーテン諸島カヌー 
(PNG国アロタウの国立カヌー        アウトリガーの結縛 
フェスティバルにて; 2012年 11月)      (海洋文化館; 2009年 9月) 
 
  
写真 15：籐によるショーテン諸島カヌー  写真 16：籐によるマヌス型カヌーアウトリガ 
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部材の結縛(海洋文化館；2003年 12月)   PNG国ポートモレスビー付近独立記念日 
                     祝祭用のラカトイ型カヌー (2011年 9月) 
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写真 19：トロブリアンド・キリウィナ島  写真 20：籐紐によって結縛された漁労用カヌ 
における結縛用の蔦(2011年 9月)     ー(同左) 
 
       
写真 21：蔦で結縛されたクラ型カヌー   写真 22：籐で結縛されたミルンベイ型 
(アロタウのカヌーフェスティバル;       カヌー(同左) 
2012年 11月) 
 
          
写真 23 ：タヒチ島産の       写真 24：サタワル島産ココ椰子紐：  
結縛用のココ椰子紐の束              Z-撚り紐(同左) 









写真 26：ソロモン諸島の外洋漁用カヌー  写真 27：台湾蘭嶼島タオ族のチヌリクラン 
(プラハ・ナープルステク博物館；2010年 8月)  (台北・台湾中央研究院；2005年 9月) 
 
   
写真 28：バイキング船                    写真 29：ニュージーランド・マオリ戦闘用 
(オスロ・バイキング博物館；2007年 8月) カヌー (オークランド博物館；2005年 7月) 
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写真 30：クラカヌーの内部構造      写真 31： 板接合部充填用のマイハダ 
(キリウィナ島; 2011年 9月)        (同左) 
 
 
   
写真 32：ハワイのカヌー修復に使われる   写真 33：全身縫合されたツアモツ諸島のダブ 
「チキリ」(カウアイ博物館；2012年 9月)  ルカヌー模型(エジンバラ・スコットランド 













      
写真 36：タヒチヌイで見たカヌー        写真 37：同左拡大図 
(2008年 8月)    
 
 
    
写真 38：タヒチイティ・タウティラ村   写真 39：同左拡大図 
で見たカヌー(2008年 8月)               
    
 
 
    












   
写真 43：ビスマルク諸島の戦闘用カヌーの鶏冠型  写真 44：ワトム島のカブト虫角 





写真 45：ニューギニア・ハーミット諸島のカヌー(ベルリン民族学博物館；2009年 8月) 
    
写真 46：マティ諸島のカヌー          写真 47：カロリン諸島の航海カヌー 









写真 49：海洋文化館蔵クラカヌー(2011年 10月) 
   
写真 50：クラカヌーの Dogina lagim        写真 51：同カヌーの Dogina tabuya 
（海洋文化館; 2011年 6月)         (同左) 
 
   
写真 52：同カヌーのUuna lagim             写真 53：同カヌーのUuna tabuya 
 (同上)                     (同上) 
 
